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子 どもから高齢者まで、誰もが気軽に水に親 しみ、健康スポーツに取 り組むこ

とができる機能を有する屋内温水プールを整備する。

基本方針に基づき、次の 5つのコンセプ トで整備 します。

(1)多世代が利用できる

子どもから高齢者まで、誰もが気軽に立ち寄ることができ、年間を通 じて天候に左

右 されることなく、気軽に水泳や水中運動などに親 しむことができるよう、バ リアフ

リーやユニバーサルデザインなどにも配慮 した施設とします。

(2)安全 口安心である

緊急時対応や監視・救護体制の整備など安全管理を徹底するとともに、安心して利

用できる施設 とします。

(3)、 気軽に始めることができる

初心者でも一人で簡単に運動習慣のきっかけづくりに取 り組むことができ、水泳技

術の向上や水中運動の効果などを感 じることができるような施設 とします。

(4)環境負荷を低減する

綾瀬市環境基本計画に則 り、省エネルギーや創エネルギー性能を高めるなど、環境

に配慮 した施設 とします。

(5)学校教育に対応できる

老朽化により小 。中学校プールが使用できなくなることを想定し、学校の水泳授業

にも適 した施設整備 と、必要な指導者の配置など人的整備が可能な施設 とします。
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1某 本方針



今後、綾瀬市スポーツ推進審議会の意見やサウンディング型市場調査などの結果を

踏まえて整備候補地を決定しますが、概ね次の条件により選定します。

・候補地は市の中央部を基本 として検討する。

・周辺施設 との連携により、機能強化や利便性
への相乗効果が期待できる。

・施設利用者のアクセス容易性が一定程度確保できる。

・施設利用者の駐車場を確保できる。

・遊休施設などの活用も検討する。

3施 の機能と規模

当該屋内温水プール施設に求められる機能の想定は次のとお りです。

(1)メ インプール

誰もが利用しやすい 25メ ー トルプールを想定しています。コース数などは小
。中

学校の団体利用も想定し検討します。

(2)健康増進機能のあるプール

水中ェクササイズなどにも利用できる多目的プールや水中歩行ができるプールとし

ます。

(3)子ども用プール

幼児期から水に親しむ環境を提供するため、幼児や小学校低学年などの子どもを対

象にした比較的水深が浅く、安全に利用できるプールとします。

(4)ジヤグジー、採暖室

プール利用で冷えた身体を温めることができる設備とします。

(5)温浴室、サウナ

温水プールのみならず、 トレーニング室など他の併設スポーツ施設で運動 した人も

利用者できる設備にするとともに、災害時にも活用できるような設備 とします。

め
乙 の設定



(6)ト レーニング室

多世代が利用できるトレーニングマシンを配置し、有酸素運動や筋力強化を行 うこ

とができる設備とします。

(7)多 目的室 (フ ィットネススタジオ )

インス トラクターの指導のもと、多世代がエアロビクスやヨガなど、魅力あるプロ

グラムを楽 しむことができる設備 とします。

(8)会議室、イベントスペース

健康増進関連の事業や相談会、会議の開催のほか、市民が利用できるイベントスペ

ースとします。

(9)飲食・休憩スペース

飲食や休憩をすることができるスペースを設け、健康に資する飲食店、売店などを

設置します。

(10)駐 車場、駐輪場

利用者の駐車場、駐輪場を確保するとともに、小 。中学校の授業での利用などを想

定し大型バスが停車できるスペースの確保が想定されます。

(11)その他

更衣室、ロッカー、 トイレ、共用スペースなどの利用者用諸室や、事務室、管理室、
監視室、放送室、器具庫、受付などの管理者用諸室などが想定されます。

施設の規模は、これ らの機能が備えられる大きさとし、敷地面積は概ね10,000ゴ程

度、建築面積は概ね3,000ポ程度が適当と考えられます。
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1事業方式の
近年、公共事業を行政サービスの向上と効率的な行財政運営の実現を図る目的で、

民間の施設整備や維持管理、運営のノウハウ、資金調達やリスク管理の能力を活用し

ようとする公民連携手法 (PPP:パ ブリック・プライベー ト・パー トナーシップ)

の導入が増加しており、良質な公共サービスの提供やコス ト削減など(様々な効果が

期待できます。

事業方式として考えられるものは次のとおりです。

2事業方式の選
事業方式の選定については、今後、基本計画において具体的に検討し、決定してい

きます。
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公設公営

PPP

公設民営

(指定管理者制度 )
DBO方式

PFl方式

(B丁0)

概要
市が計画、整備、管

理運営する

市が整備 した後、民

間事業者が管理運営

する

市が資金調達 し、民

間事業者が一括 して

施設の設計、建設、

管理運営を行う

民間事業者が資金調

達 し、施設建設後、

所有権を市に移管し

た上で民間事業者が

管理運営する

資金調達 市 市 市 民間事業者

設計建設 市 市 民間事業者 民間事業者

施設所有 一中 市 一巾 巾

運営維持管理 市 民間事業者 民間事業者 民間事業者

事業スケジュール

整備期間中に民間事

業者を公募すること

で公設公営と同程度

のスケジュールで進

められる

民間事業者を公募す

る期間が必要なた

め、公設公営に比ベ

ると整備が遅くなる

ことが想定される

民間事業者を公募す

る期間が必要なた

め、公設公営に比ベ

ると整備が遅 くなる

ことが想定される

民間活力の活用
管理運営のみ民間活

力を発揮できる

建設・管理運営面に

おいて民間活力を活

用できる

建設・管理運営面に

おいて民間活力を活

用できる



屋内温水プール施設の建設に向けては、サウンディング型市場調査により民間事業

者のノウハウやアイディアを研究しながら、市民プール整備の実現に向けた情報収集

を行い、基本計画を策定し、併せて、必要な用地取得を進めていくことを想定してい

ます。その後、基本設計、実施設計を経て建設工事を行い、竣工を目指 します。
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